
「命を守るヘルメット着用促進グランプリ」活動結果報告書  

チ ー ム 名 愛知総合工科ヘルメット着用促進隊 キャプテン 塚本翔大 

学 校 名 愛知県立愛知総合工科高等学校 活動人数 3人     

取組活動 

１ はじめに 

⑴ 参加した理由 

登校時へルメットを着用せずに自転車で登校している生徒がいるのを見て何か

できることはないかと考え参加した。 

⑵ 目的 

愛知総合工科高校生の「命の大切さ」に対する気付きと、自転車利用時のヘルメ

ット着用の促進を図る。 

 

２ 活動に向けての準備 

⑴ 活動計画の検討 

➀事前のアンケートを行いヘルメットを着用しない理由等を調査。 

➁調査を元に活動をして生徒の意識改善を図る。 

➂事後のアンケートを行い成果の確認をする。 

⑵ 活動期間の設定 

愛知県”年末の交通安全県民運動”に合わせて 12 月 8 日（月）～12 日（金）を「へ

ルメット着用強化週間」に設定。 

⑶ 事前のアンケート 

ヘルメットを着用しない割合や理由等を調査し活動のキーワードを設定するた

め、事前のアンケート調査を全校生徒を対象に活動前の 12 月 4 日（木）、5 日（金）

の２日間実施。 

【質問】 

①自転車に乗るとき、ヘルメットを着用していますか？（通学時、プライベート時も

含む）  

  ②今現在、ヘルメットを着用していない人に質問です。着用しない理由は何ですか 

【結果】 

① 着用率：約 55％（「着用している 44％」と「時々着用している 11％」の計） 

   
 

② 理由として「面倒だから」が 44％で最多   

 
 



⑷ 活動のキーワードの設定 

アンケートの結果から「面倒くさいで済まさない」と設定した。 

 

３ 実施した活動 

⑴ ポスターの制作 

校内掲示と教室掲示で使用するポスターを制作した。 

⑵ 動画の制作 

高校生のヘルメットをかぶる重要性を話す動画を制作した。 

⑶ 朝の立哨活動 

活動期間中毎日取り組んだ、制作したポスターと動画も活用した。 

「面倒くさいで済まさない」をしっかりアピールした。 

12 月 12 日（金）には千種区役所、千種警察署、本校生活委員と一緒に活動した。 

⑷ 放送による啓発活動 

4 日～12 日のお昼の放送時に実施。ヘルメットを着用することの利点を話した。 

      

  朝の立哨活動の様子       12 月 12 日の立哨活動の様子 

 

      

  放送による啓蒙活動       教室掲示されたポスター 

 

⑸ その他の活動 

当初、計画していた活動以外に、千種警察署の方にご協力頂き次の①～③の活動

に取り組んだ。 

➀1 日警察官 

12 月 8 日の業後に池下駅周辺でヘルメット着用についての立哨活動を実施。制

作したポスターを入れて頂いた。 

  ➁動画の放映 

   キング観光サウザンド今池２号店、星ヶ丘自動車で放映して頂いた。 

  ➂ポスターの掲示 

   星ヶ丘自動車に掲示して頂いた。 

⑹ 事後のアンケート 

活動後の生徒の意識変化を調べるため、事後のアンケート調査を実施した。 

 

【質問】 

  ➀ヘルメットを着用することで、命を守ることができると思うか？  

  ➁自転車に乗るとき、ヘルメットを着用していますか？（通学時・プライベート時

を含む） 

  ➂なぜ着用しようと思いましたか？ 

 

 



 

【結果】 

  ➀ヘルメットを着用することで、命を守ることができると思いますか？ 

       事前：79％            事後：81％ 

  
２％上がったが大きな変化はなかった 

 

  ➁自転車に乗るとき、ヘルメットを着用していますか？（通学時・プライベート時

を含む） 

       事前：55％              事後：57％ 

 
  1.5％上がったが、大きな変化はなし。 

 

   ➂なぜ着用しようと思いましたか？ 

    朝の立哨活動 ：19％ 

    流れている動画：8％ 

    お昼の放送  ：6％ 

   

 

 

 

 

活動の成果 

 愛知総合工科の多くの生徒は、ヘルメットの着用により「命が守られる」と理解して

いる事が分かった。しかし「面倒くさい」などの理由で、着用しておらずヘルメットに

対する意識の低さがあることが分かった。 

 着用しようと思った理由の中では、朝の立哨活動が 1 番効果的であることが分かっ

た。理由は、動画や音声より、人と人の関わりの方が相手に伝わるのではないかと考え

る。 

活動を通じ

感じたこと 

今後の活動

について 

自転車通学やそれ以外の生徒や、日常で自転車を使う人にも僕たちの活動によりヘル

メットをかぶって欲しいと感じた。 

また、この活動に参加させていただき、私自身も、より一層ヘルメットをかぶる意思

が強くなった。 

※ 適宜、行間を調整して記載してください。 
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